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2Ｔ-10(P)

ポスターセッション

リサイクルコットンの購入意向とリスクイメージとの関連

　　　　　○近藤恵゛　/＼淋茂雄゛

　　(.秋草学園短期大学　　X共立女子大学)

　目的本研究は、リサイクルコットンに対する丿投消費者の認知度、販売ｲ面格別購入意

向、消費性能や風合いに対するリスクイメージを把握し、相互の関連性を分析することに

より、リサイクルコットンの購入意向を阻害する要因を明らかにすることを目的とするも

のである。

　方法　日本電信電話（株）ハロページ東京都世田谷区版（平成8年3月発行）から系統

的無作為抽出法を用いて抽出した500名を対象とした質問紙郵送法によるアンケート調査を

実施した。調査期間は、1996年4月15日～5月5日、回収率は33.0%、有効回答率は31.6%で

あった。

　結果調査の分析結果より明らかになったのは主として次のとおりである。（1)全体的に

みてリサイクルコットンに対する認知度は低く、男女別、年■i眉の差は認められなかった。

（2）男性よりも女|生の方が「洗濯くずれしやすいのではないか」という不安を持つことが、

また、40代以上の層が釦代以下の層よりも「洗濯しにくいのではないか」、「親しみにく

い感じがする」、「安っぽい感じがする」、「冷たい感じがする」、「粗雑な感じがする」

といったマイナスイメージを持つことが明らかになった。(3）バージンコットンでできた同

種の商品と比べてリサイクルコットンでできた商品を「買いたくない」とする者の割合は

高いとは言えないが、価格により購入意向が大きく左右されることが明らかになった。こ

の際、男女別、年ｲ個l」の差は認められなかった。（4）リサイクルコットンに対するリスクイ

メージが高いほど購入意向の低くなることが明らかになった。

2Ｔ-11(P) 家庭用化学品の環境影響評価の検討一台所用洗剤容器を事例としてｰ

○武井玲子＊、稲葉敦＊＊、永山升三＊'、橋本茂＊'、伊藤紀之＊')

(＊共立女大院、＊＊工技院、＊'共立女大、ライオン＊')

　目的　地球環境保全をねらいとした家庭用化学品に対して、地球環境への影響を評価す

る手法であるライフサイクルアセスメント（ＬＣＡ）を用いて定量的、科学的分析を試み、

生活者にとっての環境負荷のより少ない生活スタイルに関する考察を行った。

　方法　対象：家庭用化学品のうち台所用洗剤容器をとりあげ、従来品（含む濃縮品）お

よび詰め替え容器（スタンディングパウチ、他）の市販品の環境負荷を推算。それととも

に、環境を志向した詰め替え容器に対する生活者の購入意向、使用実態、使用性評価のア

ンケートを実施した。
評価手法：日本のＬＣＡデータベースとして実績のあるシステム（工業技術院資源環境技

術総合研究所作成データベース：ＮＩＲＥ－ＬＣＡ）を用い、容器の原料採取から製造、

使用、廃棄の各プロセスに沿って、必要エネルギーと大気圏排出物（ＣＯ２、NO,、so

.）を求め、生活者の１回当たりの使用量に換算。また、一般生活者を対象としたアンケー

ト結果から環境負荷の少ない生活スタイルを検討。
　結果　詰め替え容器は必要エネルギー、大気圏排出物としてのC02．NO.、ＳＯＸとも

に最も低い値であった。台所用洗剤１回当たりの使用量に換算した場合の環境負荷量と共

に、生活者に対する使用性等のアンケート調査解析結果に基づき、環境負荷のより少ない

容器を使用する生活スタイルを提案する。

71


